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マルチフェロイックと呼ばれる強誘電体・強磁性体・強弾性体等を組み合せた物質系が，最近再び脚

光を浴びている．[1][2][3]　本研究では 0.7BaTiO3-0.3NiFe2O4 コアシェルの焼結体を化学的手法で作

製した．[4][5][6]　XRD による構造解析，SEM による表面観察，EDS による組成分析より，本試料は相間

に化学反応が無い，良質な 2 相の複合体であることが分かった．外部磁場 280 mT 下で本試料の抵抗

温度依存性を測定したところ，温度 170 K 付近で抵抗の著しい増大が見られた．本現象は磁場の有無に

関して可逆であった．また，単相の BaTiO3 と NiFe2O4 では本現象は見られなかった．このことから，本

現象はマルチフェロイックに依るものと結論づけた．さらに，マルチフェロイックの他の組み合せ，強誘電

体-光誘起磁性体，0.7BaTiO3-0.3Pr0.65Ca0.35MnO3 焼結体の作製も試みた．この試料の抵抗温度依存性

も発表する予定である．

図１　0.7BaTiO3-0.3NiFe2O4焼結体断面のS　図２　0.7BaTiO3-0.3NiFe2O4焼結体における外部

　  EM画像（灰色：BaTiO3，黒：NiFe2O4） 　　　 磁場 280 mT下での抵抗の温度依存性
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